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はじめに

現在、急激に変化する社会情勢と情報処理技術の発展及び今後訪れる生産人口の減少に加え、２０
２０年から続いているＣＯＶＩＤ‐１９の流行では、さまざまな分野でデジタルによる革新が急激
に進み、物流業界に対する社会のニーズは益々多様化の様相を呈しております。
当社においても従来の方式を変えていかなければならない、大きなターニングポイントとなってい
ます。

そこで、浜松倉庫では今回「中長期経営計画」と「浜松倉庫DX戦略」を打ち出しました。「正確
に 迅速に 親切に」を社訓とし、地域とともに誠実に堅実に歩む企業として、変えないところは
しっかり守りつつ、商慣習に捉われずに新たな取り組みにチャレンジしてまいります。

特にＤＸに関しては、ＡＩ・ロボットなどを積極的に導入し、デジタルイノベーションを積極的に
活用することで、業務効率化・生産性向上はもちろんのこと、新規分野への参入なども実現します。

これにより、お客様に対して持続可能で豊かな社会を実現させる物流サービスを提供するべく社を
上げて取り組んでまいります。

浜松倉庫株式会社 代表取締役社長 中山彰人
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1．経営ビジョン
2022-2037 中長期経営計画より



2．浜松倉庫DX戦略イメージ

人材不足（人員確保）課
題

成
果

競争力（競合他社との差別化） 業務標準化（業務手順・データ・マテハン）

Ｄ

Ｘ

戦

略

ロボット

ソフト/マシン

BIツール

社内/社外 KPI

AI

予測･営業支援

新ﾁｬﾚﾝｼﾞ

ｵﾝﾗｲﾝ倉庫等

浜松倉庫WMS

新倉庫

都田２期建築

社内体制（経営者）

DX推進体制（人材育成）

ITガバナンスコード

社内KPIによる判断⇒PDCA

必要経費の投資

KPI分析

DX戦略改善チャレンジ

省力化・省人化の実現 ステークホルダとの協業体制 新分野（医療等）への参画

生産性向上の実現により営業利益率 4.5％向上 ⇒ 中期経営計画の目標達成へ



2-①．浜松倉庫DX戦略-ロボット

フォークリフトで
荷物を運搬している

ピックした商品を手作業で
仕分け・梱包をしている

事務処理において
ルーチン的な作業が多い

入庫・出庫検品や棚卸は
一つずつHTでチェック

自動運搬
ロボットの導入

ソーター・自動仕分け
ロボットの導入

RPAの活用により
自動処理化推進

RFID・画像認識
システムの導入

省力化・省人化
の達成

＆

自動化による
ミス削減に寄与



WMSにより蓄積される膨大なデータ
・入出荷データ（数量・個口など）
・作業データ（HT操作ログなど）
・寄託者・出荷先データ
・請求情報

・・・etc.

2-②③．浜松倉庫DX戦略-AI・BIツール

AI・BIツールによる各種分析

BIツールによる現状の分析
各種データの見える化の実現
ルーチン分析はRPAによる自動化

↓
AIによる未来予測（傾向分析）
予測による戦略立案の実現

業務波動の予測

寄託者単位での業務波
動を予測することで、
より効率的な人工計画
と収支計画を実現する

営業所単位の
管理会計化

営業所単位で収支状況
の見える化を実現し、
収益率向上につなげる

業務分析による
カイゼン実現

商品ABC分をはじめと
するデータを分析によ
り現場生産性を向上

ステークホルダ
とのパートナー

分析レポートを共有し、
委託先から物流パート
ナーへ生まれ変わる



2-④．浜松倉庫DX戦略-新チャレンジ

現場⇔事務所間の連絡が
タイムリーにできない

顧客向けWEBサイトが
VPN接続でないと見れない

もちろん、対面・WEB会議を活用することで

従来以上にFace To Faceのお付き合いは大切にする

倉庫レイアウトが
倉庫図面ベースで検討

現場リーダーへ携帯端末
チャットによる即時連絡

HTTPS化による
導入容易性向上

倉庫の３Dイメージ
によるオンライン化

省力化・省人化
の達成

＆

ステークホルダと
の協業体制実現
（信頼性の向上）



2-⑤．浜松倉庫DX戦略-新倉庫

前述の集大成として都田流通センター内に新倉庫を建設

＋

ISO13485の取得（都田流通センター）
※医療機器-品質マネジメントシステム

新分野（医療等）
への参画

×

ロボット

ソフト/マシン

BIツール

社内/社外 KPI

AI

予測･営業支援

新ﾁｬﾚﾝｼﾞ

ｵﾝﾗｲﾝ倉庫等



3．社内体制

代表取締役社長をDX戦略実務執行総括責任者として配置
DX経営戦略本部長がDX戦略の策定およびDX人財育成のフォローアップなど、DX戦略を推進
各営業所におけるDX推進を図る目的でDX推進委員会を設置

取締役会

DX戦略実務執行総括責任者
代表取締役社長

DX経営戦略本部長
経営企画室長(取締役兼任)

DX経営戦略事務局
経営企画室

DX戦略の策定及び推進・人材育成

DX経営戦略推進委員会
各営業所長および担当者

各営業所におけるDX戦略の取り組み
および進捗状況を共有・推進



経営企画室

DX戦略実行とそれに必要なツール（システム）を管理する部門が
同一であることから
・社内システムを理解したうえでの戦略立案・実行
・戦略に即した社内システムのメンテナンス・開発

が可能となる

3．社内体制

DX経営戦略事務局

・DX経営戦略事務局である経営企画室が、社内システムの維持・管理を担当
→戦略実現におけるシステムとのシームレスな連携を実現する

・WMSの開発・運用を行っているベンダーとも協業体制を構築
→より効果的かつスピーディーなシステム開発を実現する

社内システム
維持・管理部門

システム
ベンダー各社

協業体制



4．成果指標

売上成果については、中期経営計画の数値目標に連動するものとします

浜松倉庫DX戦略の大半は新たなシステム開発や新たな価値創造であるため、新規開発システムや新たなサービスを
開発・展開し、取引先様など外部の皆様と繋がりをもつ機会の創出を持って成果とします。

個別のシステムや新規サービスの開発状況については、月次反省会・目標会議で総括することによって、経営レベ
ルと一体となったDX実装を推進していくと共に、WEBによる発表等によってDX推進状況をステークホルダーへ開
示していきます。

省力化・省人化の実現

ステークホルダとの協業体制

新分野（医療等）への参画

月次：反省会
半期：目標会議

にて総括する

DX戦略の達成

中期経営計画の数値目標の達成


